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関 イ系
法 律
j去 ...6... .,., 
（開）
0 教育職員 免許法等の一部 を 改正す る 法律 （ 5 7 ) 7 . 20 
0恩 給法等の ー部を改正す る 法律（6 0 ) 7 .  24 
0昭和42年度以後におけ る 国家公務員 共済組合
等か ら の 年金の 傾 の 改訂 に 関す る 法律 の 一部
を 改正す る 法律（6 2) 7. 24 
0固有財産法及び固有財産特別措置法の一部を
改正す る法律（6 7 ) 7. 27 
報 第1日号
政 令
C予算決算及ぴ会計令等の一部を改正す る 政令
の一部 を 改正す る 政令 ( 1 93) 7. 10 
0 予 算決 算及び会計令臨時特例の 一部を改正す
る 政令（202) 7 . 17  
0恩 給給与規則 の一部を改正す る 政 令（205) 7 . 24 
0恩 給法の一部を改正す る法律附則 第24 条第5
項及び 第 1 1項の服務期間等並びに同法附＂lj 第
43条の 2 の 外国特殊機聞の職員を定め る 政 令
の一部を改正す る 政 令（206) 7 24 
0固有財産法施行令の一部を改正す る 政令（2 1 1) 7 . 27 
0固有財産特別措置法施行令の 一部を改正す る
政令（212)
府 令
0失業 者 の 退職手当を受け るために必要な手続
に関す る省令の一部を改正す る 総理府令
（総理34)
0思 給法等の一部を改正す る 法律 の 施行に伴う
恩 給年額の改定及び請求手続に関す る総理府
7 27 
6 1 1  
令（同 3 9) 7 24 
0恩 給 給与細則 の 一部を改正す る 総理府令
（同40) 7. 24 
0恩給法等の一部を改正す る法律附則 第 3条の
仮定俸 給年額を定め る 総理府令（同41) 7 .  24 
府令・省令
0地方公 務員等共済組合法施行規程の一部を改
正す る 命令（総理 ・ 文部 ・ 自治 1) 6 .  1 5  
省 令
0 地方 公務員等共済組合法施行規則 の 一部を改
正す る 省 令（自治 14) 6 .  13 
0国家公務員 共 済組合法施行規則 の 一部を改正
する省令 （ 大蔵41)
規 則
0 俸給等の支給の一部を改正す る 規則（ 人事院
9-7 ) 
訓 令
0 人事に関す る権限の 委任等に関す る 規程のー
7 24 
7 .  25 
部を改正す る 訓令 （ 文部21) 6. 2 
0「当 用漢字音訓表」の 実施につ い て（内閣 1 ) 6 . 18 
0「送り仮名 の 付け方」の 実施につ い て（同 2 ) 6. 18  
0文部省本省職員勤務評定実施規程の一部を改
正す る 訓 令（文部22)
告 示
7 2 
0 漢字 の 音訓使 用 の 目安を定め る 等の件（内閣1 ) 6 .  18 
0送り仮名 の 付け方 の よりどころを定め る 等 の
件 （同 2 ) 6 18 
昭和48年6 月 ・ 7 月 号 学
学 内 規 則
富山大学廃水処理室運営規則
の制定
富 山 大学廃水処理室運営規則 を 次の とおり制定 す る 。
昭和48年6 月 25日
富 山 大学長 林 勝次
富山大学廃水処理室運営規則
（趣 旨）
第1条 この規則は， 富 山 大学（以下「本学」と い う。）に
設置す る 富 山 大学廃水処理室（以下「廃水処理主」と い
う。）の 運営に関し， 必要な事項 を 定め る 。
（職 員 ）
第2条 廃水処理室に， 室長およびその 他必要な職員 を お
2 室長は， 本学の 教授および助教授のうちから第 3条に
定め る 委員 会の 推せ んに基つe き ， 学長が命ず る 。
3 室長 の 任期は 2 年とす る 。 ただし， 再任 を 妨げな い。
4 室長は， 廃水処理室の 業務を管理す る 。
5 職 員 は， 室 長 の 命 を 受け， 廃水処理室の 業務に従事す
る 。
（運営委 員 会）
第3条 廃水処理室の 運営 を 円滑与す る ため， 本学に， 廃
水処理室運営委員 会 をおく。
2 前項の 委 員 会の 組織および運営等につ い て は，男ljに定
め る 。
（事 務）
第4条 廃水処理室の 事務は， 当 分の 間， 施設課にお い て
行なう。
附 則
この規則は， 昭和48年6 月 25 日から施行す る 。
富山大学廃水処理室運営委員会規則
の制定
富 山 大学廃水処理室運営委員 会規則 を 次 の とお り 制定す
る 。
昭和48年6 月 25日
富 山 大学長 林 勝次
富山大学廃水処理室運営委員会規則
（趣 旨）
第1条 この規則は， 富 山 大学廃水処理室運営規則 第 3条
報 第1日号
第 2 項の 規定に基づ き ， 富山大学廃水処理室運営委員 会
（以下「委員 会」という。）の 組織および運営等に関し，
必要な事項 を 定め る 。
（所掌事項）
第2条 委 員 会は， 次 の 各 号に掲げ る 事項 を 調査， 審議す
る 。
(1) 実験等に よ る 廃水の汚染処理に関 す る こと。
(2 ) 廃水処理室 の 管理運営の 基本に関す る こと。
(3) 廃水処理室長 の 推せ んに関す る こと。
(4) その 他廃水処理室 の 重要事項に関す る こと。
（組 織）
第3条 委 員 会は， 次の各 号に掲げ る 委員 をもっ て 組織す
る 。
(1) 廃水処理室長
(2） 各 学部および教養部から選出された教官 各 2 名
( 3) 事務局長
2 前項第 2 号 の 委 員 は， 学長が命ず る 。
（任 期）
第4条 前条 第l項第 2号の 委 員 の 任期は 2 年とし， 再任
会妨げなL、。 ただし， その補欠委員 の 任期は， 前任者の
残任期間と す る 。
（委員長）
第5条 委 員 会に委 員 長をお き ， 委員 の E選とす る 。
2 委員長は， 委 員 会を招集し， その 議長とな る 。 ただし，
委員長に事故 あ る と き は， 委員長の指 名した委員がその
耳哉手長 を行・なう。
（議 事）
第S条 委 員 会は， 委員 の 2 分のl以上の 出席により成立
し， 議事は出席委員 の過半 数をもっ て 決す る 。 ただし，
可否同数のと き は議長がこれ を決す る 。
（委員以外の出席）
第7条 委 員 長は必要に応じ， 委 員 会に委員以外の職員を
出席させ る ことがで き る 。
（庶 務）
第B条 委 員 会の庶 務は， 施設課にお い て 行なう。
附 則
1 この規則は， 昭和48年6 月 25 日から施行す る 。
2 富 山 大学廃水処理委員 会内規（昭和47年 7 月 1 5日制定，
以下「内規」と いう。）は廃止す る 。
3 この規則施行の際， 現に内規第 3条 第1項第 l 号 の 委
員または第 5条第 1 項の 委員長で あ る 者は， この 規則第
3条第 l項 第 2 号 の 委 員 または 第 5条第 l項 の 委 員 長と
し て 在任 す る ものとす る 。
4 この規則施行後， 最初の 委 員 会 の 委 員 の 任期は， この
規則 第 4条の規定にかかわらず昭和49 年 7 月 14 日までと
す る 。
qL 
昭和48年 6 月 ・ 7 月号 学
富山大学質量分析装置室運営規則
の制定
富 山 大学質量分析装置室運営規制を次のとおり制定す る 。
昭和48年 6 月 25日
富山大 学長 林 勝次
富山大学質量分析装置室運営規則
（ 設 置）
第1条 富山大学 （以下「本学」 と いう。） に質量分析 に よ
る 研究の 推進を図 る た め， 富 山大学質量分析装置室 （ 以
下「装置室」と い う。 ） を起し
（ 業 務）
第2条 装置室は， 次に掲げ る 業務を行なう。
( 1 ) 本学各部局から委託され た試料の質量 分析
(2)  その 他必要な事項
（ 職 員）
第3条 装li§＇.去に室長お よ びその他必姿な職員を置く。
2 室長は， 本字教授または助教授 のうちか ら 第4条 に 定
め る 運営こ歪員 会 の 推せ ん に 基つ府 き ， 学長が命ず る 。
3 霊長の 任期は 2 年と す る 。 た だし， fljff:を妨げない。
4 主長は， 装置室の 業務を管現 す る 。
5 職員は， 主長の 命を受け装置室の 業務に従事 す る 。
( ）｝五営委員会）
第4条 装 置室 の 運営を円滑にす る た め， 本字に質量分析
装置室運営委員 会を置く。
2 前項の 委 員 会 の 組織お よ び 運営等 に ついて は， Jllj に 定
め る 。
（ 管 理）
第5条 装置室の 事務は， 当 分 の問， 薬学部において行な
7。
（ 補 目lj )
第B条 この規則に定め る も の の ほか， 装置室に関す る 必
要な事項は， Jlljに定め る 。
附 則
こ の 規則は， 昭和48年 6 月25日から施行し， 昭和48年 4
月1 日から適用 す る 。
富山大学質量分析装置室運営委員会
規則の制定
富山大学質量分析装置室運営委員会1見則を次のとおり制
定する。
昭和48年6月25日
富山大学長 林 勝次
富山大学質量分析装置室運営委員会規則
報 第150号
（趣 旨）
第1条 この規則は， 富山大学質量分析装置室運営規則第
4条第2項の規定に基つ弓， 富山大学質量分析装置室運
営委員会（以下（委員会」という。）の組織および運営等
に関し， 必要な事項を定める。
（審議事項）
第2条 委員会は， 次の各号に掲げる事項を審議する。
(1）質量分析装置室（以下「装置室」という。）の運営に
関すること。
(2）室長の推せんに関すること。
(3) その他装置室の重要事項に関すること。
（組 織 ）
第3条 委員会は， 次に掲げる委員をもって組織する。
(1) 室長
(2) 各学部および教養部の教官各2名
(3）事務局長
2 前項第2号の委員は， 各学部長および教養部長の推せ
んに基づき， 学長が命ずる。
3 前項による委員の任期は， 2年とする。 ただし， その
補欠委員の任期は， 前任者の残任期間とし， 再任を妨げ
ない。
（委員長）
第4条 委員会に委員長を置き， 委員の互選とする。
2 委員長は， 委員会を招集し， その議長となる。 ただし，
委員長に事故あるときは， 委員長の指名した委員がその
1鮪長を行なう。
（議 事）
第5条 委員会は， 委員の2分の1以上の出席により成立
し， 議事は， 出席委員の過半数をもって決する。 ただし，
可否同数のときは， 議長がこれを決する。
（庶 務）
第B条 委員会の庶務は， 事務局において行なう。
附 則
この規則は， 昭和48年6月25日から施行する。
富山大学大学院薬学研究科規則の
一部改正
富 山大学大学院薬学研究科規則の 一部を改正す る 規 則を
次 のように制定す る 。
昭和4 8年 7 月 6 日
富 山大学長 林 勝次
富山大学大学院薬学研究科規則の一部を、改正する規則
富 山大学大学院薬学研究科規則（昭和42年 5 月 19日制定 ）
の 一部を次のように改正 す る 。
別表の製薬化学専攻中
- 3 ー
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「｜薬品製造化 学特論 I z I」 を
「 ｜ 薬品製造化 学特論 I I 2 I ｜ ｜ ｜ に定め る 。｜ 薬品製造化学特論 II I 2 I 」
附 則
学
この規則は， 昭和49年4 月1 日 から施行す る 。
富山大学教育学部規則の一部改正
富山大学教育学部規 則 の 一部 を 改正す る 規則 を 次のとお
り制定 す る 。
昭和48年7 月27 日
富山大学長 林 勝次
富山大学教育学部規則の一部を改正する規則
富山大学教育学部規則（昭和27年4 月 18 日 制定）の 一部
を 次のよう に 改正 す る 。
第 l条 第 3項 の 次 に 次の 1 項 を 加え る 。
4 幼稚園教 員 養成課程の専攻教科は， 幼稚園 教育とす る 。
第 2条から第 4 条まで を 次のように改め ， 第 5 条 を 削 る 。
（履 修）
第 2条 学生の単位修得 に ついて は， 別 表 I に示すとおり
とし， そ れぞれの課程に応じて 履修基準 を 定め る 。
（一般教育科目， 外国語科目および保健体育科目）
第3条 一般教育科目， 外国語科目および保健体育科目の
履修は， 別 に定め る ところによ る 。 た だし， 次 の 科目は
必修とす る 。
（ 人 文） 倫理学ま た は哲学の うちl科目 2 単位
（社 会） 日 本国憲法 2 単位
（専 門 教育科目）
第4条 専 門 教育科 目 の内容は別 表II, III, N, V に示す
とおりとす る 。
第 6 条の見出しおよび同条中「（ 別 表 I ） 」 を 削り， 「
以上 を 履修」 を 「以上 を 修得」に改め， 同条第 4項 を 第 5
項とし， 第 3項の 次 に 次の 1項 を 加え， 第 5 項中「前 3項」
別 表 I
報 第1日号
を 「前 4 項」 に 改め る 。
4 幼稚園 教 員養成課程については， 幼稚園教育 に 関 す る
授業科目30単位 を 含む専門教育科目 を 履修し， さ らに選
択履修したものと合わせ て 計84単位以上 を 修得しなけれ
ばならない。
第 7条 に 次 の 1項 を 加え る 。
2 幼稚園 教 員 養成課程 に ついて は， 専 門 教育科目 の 教科
とし て ， 音楽， 図画工作， 体育 に つ い て ， そ れぞれ 4 単
｛立 を ｛疹f与しなければならない。
第16条中「別表VI 」 を 「別表VII」 に ， 「別表VII」 を 「別
表四」 に ， 「履修」 を 「修得」 に 改め る 。
第 6 条 を 第 5条とし， 第 7条から第20条まで を 順次 1 条
ず つ 繰り上げ る 。
第 四条の 次 に 次 の 1 条 を 加え る 。
（取得で き る 免許状の種類）
第20条 そ れぞれの 課程におい て 所定の 単位 を 修得し た と
き に 取得で き る 免許状の種類は， 思IJ表立 に 示すとおりと
す る 。
別 表I を 別紙のよう に 改め る 。
別 表II（イ）を 別紙のように改め る 。
別表III 中 国語専攻， 社会専攻， 数学専攻， 理科専攻， 音
楽専攻， 図画工作 ・美術専攻， 体育 ・ 保健体育専攻， 家庭
専攻， 技術専攻および英語専攻 の 表 を 別紙のよう に 改 め る 。
別表W を 別紙のように改め る 。
別 表VII を 別表明とし， 5)1]表VI を 別 表刊 に 改め る 。
別表 V を 別表VIとし， 同表 を 別紙のように改め る 。
別 表Wの 次 に別紙の別表 V を 加え る 。
別表vmの 次に別紙の 別 表IX を 加え る 。
附 則
1 この規則は， 昭和48年10 月 1 日 から施行す る 。
2 昭和47年度以前の専門教育課程移行者につい て は， な
お従前の例によ る 。
記｜判；教：｜；教程：｜第一仏科7乙；：l；γ；；
一科 人 文 科 学
自主 社 会 科 学
36 36 36 36 教 自 然 科 学育目 総 合 科 目
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外科 英 語 8 8 8 8 
国 ド イ ソ 吾ロ玉ロ 8 8 8 8 
語目 言十
1
6 16 16 16 
保育 講 義 2 2 2 2 
健科 実 技 2 2 2 2 
｛本日 計 4 4 4 4 
専攻 科 目
::J 
音
図
作育
ち
楽
嗣の
2
休工
以
う
50 42 12 
工
音
の上
含
楽作
の
む
っ
1
教
ち
2
岡体
科
Z 両育以を
8 
教 重官 専教攻科
豊
以
科
に
外
つ
の
き 工
音
め作
楽
ヲ
・体
千
図
1
十
面育J;J 
26 22 音楽・図画工作・
1 各2 （ （ 体育を各4単位
単 上の 教 上
含
の
む
教
。
ち
を
科を含む 教科
教
科
専 科 選 J尺 4 4 6 
言十 16 26 50 42 12 26 22 18 
門 単
工
音
め
百
6 教
作
位
楽
以
ヲ
1
科
以
上
ち
・
2
上
図体
含
各
2 手
画
育
む
2
千（ 
） 
教 材 研 究 16 16 
教
教 教 科教 育法 3 ( 1 教 科） 3 ( 1 教 科）
教 育 原 理 4 4 4 4 4 4 
教 育 心 理 4 4 4 4 4 4 
育 道徳教育の研究 2 2 2 2 2 
教 育 実 習 4 4 3 4 3 4 
1続
選 択 16 6 2 
手持 �t 46 36 18 26 16 12 
殊
特
育
教 （日I］表Wによる） 26 26 
目 稚勾関1
苛
育
宜
（別表Vによる） 30 
言十 26 26 30 
自 由 i墾 択 22 22 16 24 20 16 20 24 
特 耳IJ る汗 究 専攻教 科につき 専攻 科目 につき 専攻教 科につき 専攻教 科につき
言十 84 84 84 84 
-@ 、 計 140 140 140 140 
備考 1 小学校教 員養成 課程では，音楽・図画工作・体育3 教 科について基本科目各2単位を履修しなければならない。2 養護学校教 員養成 課 程
第一類は小学校教 諭普通免許状を取得する課程である 。
第二類は中学校教 諭普通免許状を取得する課程である。
3 幼稚園 教 員養成 課程では，音楽・図画工作・体育3 教 科について基本科目 各4単位を修得しなければならない。4 一般 教育科目36単位のうち，人文科学，社会 科学，自然科学の三分野において．各2 科目 8単位計24単位 以上を修得しなけ
ればならない。
5 外国語科目，英語 ・ドイツ語のうち一つの 外国語については，2単位をフランス語，中 国語またはロシア語の単位で代える
ことができる。
Ed 
昭和48年6月 ・ 7月号 学 報 第150号
別 表 II （イ） 教職科目
小 学 校 教員 中学 校 教員 養
養
護
成
学校
課
教
程
員 幼 稚園教員
単位関設学科目 t受 業 科 自 養 成 課程 養 成 課程 養 成 課程第一類 第二類
，必 選 必 必 選 必 ，必 必 必
教 育 原 理 4 4 4 4 4 4 
教 育 課程 2 2 2 
教 育 学
寸ふu'ー 習 指 導 4 4 2 
生活指導 （進 路） 2 2 2 
日 本 教 育 史 4 4 2 
教育学 教 育 史 西 洋 教 育 史 4 4 2 
教 育 哲 学 2 2 2 
教育史 教 育 1T 政 2 2 2 
教育帝lj度
学 校 保 健 2 2 2 2 
教
市lj
育
J 支 教 育 社 会 学 4 4 2 
教社会育学
教社 会
育学 社 fr民当． 教 育 2 
図 書 官官 学 4 4 
心教 理
育
学
教心 理
育
学 教 育 ，υ 理 4 4 4 4 4 4 
幼 児 心 理 学 4 4 
心
発
理
達
学 心
発
理
達
学 児 童 心 理 学 4 4 2 
青 年 心 理 学 4 4 2 
教材研 究 別表II （司参照 17  16 12 
教
教 育
科法 別表II （吋参照 43 3 3 
道徳教 育の研 究 4 2 2 2 2 
教 育 実 習 4 4 3 4 3 4 
30 6 16 2 
5十 120 26 16 12 
36 18 
備考 小学校教員養成 課程の教育学 お よび教育心 理学専攻の学生のための教職科目は別表Illによる。
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昭和48年6月・ 7月号
別 表 III
学
報 第1日号
国 日苦 一活可r支 攻
学
開設位単
小学 校教員 中学校教民 養議学校教民養成課杭 幼稚園 教員
科 授 業 干if 日 養成 課程 養成謀総 第一類 第 一二 lfi 養成諜位
目 必 ！'iii 必 必 選 必j� .i'i!i 必 必iI!i 必 j� 
ι ＝ 広コ 語 セ宇 相、1 �n企Ii 2 2 
同 ＝苦 史 4 2 
国 圭ロ五ロ ’f- 慨 B三I間I� 2 2 2 2 
IJ,] 
国 国 三日五口 と｛· 各 ，，＇間s、 6 2 2 
国 三ロ五口 E学 i\ll i_l, ヨ 4 2 2 2 2 
三ロ五n 
5苦 ×音 /Q 言 U芝盃口' 2 2 2 2 
×文 主主 表 宅見 1 1 1 
学モ子 ×児 童 話 百青 ’:le 2 2 2 2 
×国 言吾 概 ；；見 2 2 2 
国 5苦 L学 特 �IJ ，：悼 義 4 4 
日 本 ヌ； 亡－“／じ． 史 6 2 2 2 2 ドー ー ーー一 一
日本文学： 各論 I （古典文学） 8 4 2 2 
悶 ドーーー
日本文’＇f: f千，iflU II （近代文学） 4 2 2 2 
同 日本文学講読i\I＼習I （占典文学） 6 2 3 1 
文 一 トーーーー 一ー
日本文学講読演習II （近代文学：） 4 2 1 
文 ×児 童 文 学 講 読i\i( 'il'/ 1 1 1 2 1 2 ザ：
×文 '=t’： 概 日ーノ間. 2 2 2 2 
よー ヲ・e ャ． ×臼 本 文 ｛学 札止 ii見 2 2 2 
日 本 文 学 特 別 講 義 4 4 
渓 中 悶 文 ，一日比 史 4 2 
ト一一ー 一 一 トーーー
中 国 ，思 ’*Jl 、 史 4 2 
文
i英 文 学 講 読 i寅 習 4 2 2 
号ι 1英 文 学 特 日リ 音色 義 2 2 
書 iii 史 8 2 6 2 
一 一
書 法 I （措 書） 3 1 1 2 1 1 
書 ヨEヨ雪t 一f--ー ーー トーーーーー一ー
書 法 II （ 行 書） 3 1 2 1 
』 1i 4 トーーーー トー ーーー 2 一
書 法 III （草 書） 3 1 2 
トーーー 一 トー一一 トーーーーー
書 法 III （か な） 3 1 2 1 トーーー 一 トー ーー『同トーーー
道 書 法 III （家 隷） 3 1 2 1 
×基 礎 書 法I （ 搭 書 ） 1 1 
i萱
×基 礎 書 法 II （ 行 書） 1 1 
書 j董 中寺 �IJ 議 義 2 2 
基本科目 ×印のもの
H寺設科目
8 8 21 1 1  1 2  10 
5十 107 10 
16 42 2 22 2 
備考 教材研 究 およ び教科教育 法 は. �lj表II （吋に示す。
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昭和48年6月・ 7月号 学 報 第1日号
別 表 I II
社 fコミ、 専 攻
Aザu－ー 開 小 学 校 中 学 校 教 員 養 成 課 程 養員 養
議 学
成
校
課 程
教 幼稚園
設 教 員 養 教員養
科 授 業 科 目 ’
共
通
必
奪 第（歴 史
額
）
第
（ 地
二
理
類
）
第
（ 法
三
経
額
） 単 成 課 程 成課程
目 f立 必i墾 必 選 必 選 選 必i室 選 必 選 選 必 選 必 1墾
×日本 史学I （古代） つ“ ワ 2 2 2 つ
日 一
×日本史学II （中世） 2 】つ 2 つ ワ ワ】
本 4 一
×日本史学Ill （近世） つ つ つ つ】 】つ ワ
史 F一一 ト一一ーー
×日本 史学N（現代） 2 2 2 ワ 2 2 2 ？ 
学 一 』一一
日 本 史学演 習 4 6 4 4 4 
歴 卜ー一一ー 一
東
史 学
洋 東 i羊 史 学 4 4 4 4 
史 一 一
×西洋 史学I （古代） “ ワ つ つ “ ワ つ 2 
学 西 一 一
i羊 ×西洋 史学II （中世） 2 2 2 】つ 2 2 2 4 2 
一 トーー
史 ×西洋 史学Ill （近代） 2 2 2 2 つ“ 2 
A寸Lー4 
西 洋 史 学 演 習 4 4 4 4 2 
歴史学 史 A寸Lι• 慨 E命 2 2 2 つ
考古学 考 古 学 2 2 2 2 
× 地 理 学 総 論I 2 2 2 つ 2 つ】
一
× 地 理学 総 論I 2 2 2 つ 2 2 
地 一地 人文 地 理 学各論I 2 2 つ 2 
トーー一一
理 人文 地 理 学各論II 2 2 2 2 2 
一寸ふuー． 
理 人文 地 理 学各論III 2 2 2 2 
一
人文 地 理 学各論W 2 2 つ 2 6 
一
人文 地 理 学各論V 2 6 
弓品斗
2 2 2 
F一一一一 一
自 然 地 理 学各論I 2 2 2 2 
.. ーー ー 一
自 然 地 理 学各論II 2 2 】つ 2 
一
- 8 -
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一
地
む
理
）
学演習 （ 巡検を含 5 5 5 5 
ト一一一一
理
地
λ寸以4る
×I也 き＂＇土也、 学 I 4 4 ) 4 4 4 2 
トー一一一
I也 言胸土じ、 ?c.同- II 4 4 4 4 4 
地 図 学 2 2 2 2 
地 jf� 学 2 2 2 2 
× 法 律 学 概 論 4 4 4 4 4 2 
一 一
法 憲 法 4 4 4 4 
律
法
学
一 一
民 法 4 4 4 4 
一
律 1T 政 法 2 2 2 2 4 
4 一
労 ↑動 法 2 2 2 2 
ト一一一一
学 法 律 学 i寅 習 4 4 4 4 
トーーー
政治 学 政 治 学 4 4 4 4 4 
×＊£ ｛斉 原、 吾E三間〉、 4 4 4 4 4 2 
経
車圭 1斉 政 策 2 2 2 2 
i斉
経 経 i斉 史 2 2 2 2 4 
品寸ιー
経 済 学 j寅 習 4 4 4 4 
済
社 会学 社 f三' ：叫子 4 4 4 4 4 
学 哲 学 哲 学 2 
倫理学 ｛命 理 学 4 2 2 2 
社 会 科特別講 義 8 6 2 6 2 6 2 
科
基 本目 × 印 σ3 も 17) 
特
科
設目
12 12 12 
演 習
（ 一
誠
巡
む
を
習
検
含
i 演 習16 30 2 を 2 を
、含、一一－ む/ 8 8 、
含、ー － む_, 8 計
（産話） （産品）
lE 16 50 50 50 2 26 2 
備考 教材研究およ び教科教育 法は， 別表II（ロ）に示す。
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別 表 III
数 学 専 攻
開
養
小学
成
校
課
教
程員 養中
学
成
校
謀
教
程員
養
養
護
成
学 校
課
教
程員 養
幼 稚
成
園
課
教
程員
設
学科 目 授 業 科 目 第一類 第 二 類単 必 選 必 必、 選 必 i塁 選
｛立 選 必 必 選 必
数 学 概 ［企wト四 5 5 
×代 数 寸，＞－＂' I 3 3 3 2 
一
代 数 学 II 3 2 1 
代数 学 初 等 主主 数 5命 3 3 
代数的 整数 論 2 2 
行 列 三｛而' 2 2 
×初 等 幾 何 学 2 2 2 2 2 2 
トーーーー
×解 析 幾 何 学 4 4 4 4 4 2 
一一
代数学 微 分 幾 何 学 2 2 
4. 一一 6 
幾何学 射 景品 幾 何 学 2 2 
及 ぴ ト一ー一ートーー
画 法 幾 何 す品uー与 2 2 2 2 
トーー一
幾何学 位 相 幾 何 寸』4- 4 4 4 4 
非ユークリyド幾何学 2 2 2 2 
微 分 積 分 A寸＂： 6 6 5 1 6 6 
ー 一
複 素 函 数 プ日乏冊
. 3 3 3 3 
4 6 一
実 函 数 さ函手兵問恥 3 3 
解析学 一
×集合論及 び点集合論 3 3 、司， 3 2 
微 分 方 程 式論 2 2 
I.ii キ目 解 析 2 2 
×統 E十 学 3 3 3 2 2 
解析学 調リ 量 学 2 2 2 
数
応
学
用 確 率 言命 2 2 及 び
言十 j�IJ 法 2 2 
数
応 用
学
×計 算 法 2 2 2 2 
カ A寸Mーる 2 2 
数 学特 別 講 義 20 20 
科
基 本目 × 印 σ〉 も σ〉
科
特 設目
16 27 8 4 18 
計 7 
88 16 42 2 22 2 
備考 教材研究およ び教科教育 法は， ｝］Jj表I（ロ）に示す。
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昭和48年6月・ 7月号
別 表 III
寸..，.ιー
手ヰ 授
日
ヰめ
JJ'. 
守！
理
物
学
｛じ
学 化
学
物生
学
生
1也
戸...；：： 物
詳寸＇：
地
学
理
業 科 目
」般物理学 I II llI 
物理 学各 論
物理 学実 験
物 理 数 学
物理 学 演 習
物理学 特別講義
解 析幾何学
｛数分積分学
複素函数論
調リ 法
統 ，，.日出
計 算 法
測 量 学
微分方程式論
電 子 工 学
機械工学 概論
電 気 工学 概論
木 工 I 
製 図
化学総 論 I
化学総論II III 
化学 各論I II III 
化学 特
I
別
II
講
III 義N 
化学 実 験 I
化学実験IIIIIN
生物学 総論I II II I 
生 物学 名論
顕微鏡実 験
生 物学実験
。生物学 野外実習
生物学特別講義
衛 生 学 I
園 ココ日ヌピ 寸三んー
1也学 総論I I I  III 
地 学 各 論
出也学実験 I I I IIIN 
関
設
単
｛立
6 
16 
4 
2 
2 
4 
2 
4 
2 
2 
3 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
1 
1 
2 
4 
12  
8 
2 
6 
6 
14 
2 
7 
2 
3 
2 
2 
6 
16 
5 
科
品比守一
小 学 校
教 員 養
成 課 程
必 選 必
（�） 4 
2 
2 
4 
2 
6 
2 
I ) (ID 
2 2 
(I)  2 
専
通修共
必
6 
2 
2 
4 
2 
6 
2 
6 
（�） 
報 第l臼号
攻
中 学 校 教員養 成 課 程 養
養護成学校課
教程員 幼稚園
第一類 第二類 第 三 類 第 四 類 第
教員養
第 二 類 成課 程（物理 ） （化学 ） （生 物） （地 学 ） ま員
意 選 主選 選 必 選 選 必 選 i，必墾 ，必 選 必 選
（
町
I) 三凋 日2
IV 
直
16 16 16 16 
トーー一一
2 2 2 2 2 
トー一一一
2 2 2 2 
トーー
2 2 2 2 
一
4 
一
2 2 2 
ト一一
2 2 4 2 
トー一ー一
2 
一
2 2 2 
一
3 
一
2 
一
2 2 2 
トーーーー
2 
ト一一一一
2 2 
2 2 
1 1 1 1 
1 1 1 1 
2 2 
(ID 2 «ID 2 
12 12  12  12 
8 
2 
l 一つ】 6 6 
�� せ必 （�） (I) 2 
1 4  1 4  1 4  14 
2 
7 7 7 7 
2 2 2 2 
3 
2 2 2 
2 2 
( I ) 
2 
16 16 16 16 
3 3 3 3 (I) 2 
- 11ー
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。野外巡検 2 2 2 2 2 
地学特 別 講 義 5 5 
科
基 本目
初
（物理
等
学，
科
化学
目） 1 1 
初
（生物
等
学，
科
地学
目） 1 1 
特
科
設
目
8 8 32 12 12 12 12 24 2 
） 
教
（
単
目
4
り
群
専
育
各
位
科
門宛
よ
2 
5十 6 
6 6 6 
（らお （ぷ） （ぷ）169 16 50 50 2 26 2 
備考 1 . ©印l.i 実験の単 位として認める 。
2 . 教材研究お よ び教科教育 法は， 思IJ 表 II（ロ）に示す。
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別 表 III
音 楽 専 攻
：出子． 開
養
小学
成
校
課
教
程
員
養中
学
成
校
課
教
程
員 養
員
護
課
学
程養
校 教
成
幼
養
稚
成
悶
課
教
程
員
設
科 授 業 科 目 単 第一類 第二類必 選 必 必 選 必 選 必
目 ｛立 選 必 ，』L、
ソルフェ ソ ル フ ェ ー ジ ュ 5 1 2 1 2 2 ーー 二巴‘〆参 二L
声 楽1虫 II昌 法 8 1 3 2 3 4 
（；唱：） l口h、 日昌 法 5 2 2 1 2 2 
声
ピ ア ノ 奏 法 8 1 1 3 2 3 4 
器 楽
楽 弦 楽棒 奏 法 5 1 1 3 
（；
奏
：）
管 ・ 打楽器奏 法 2 2 
1-入J 奏 法 5 2 2 1 2 2 
器 指揮 法 指 f軍 法 2 1 2 2 
＝回"' 楽 通 日＂＇＇間s、 2 2 2 2 2 
楽
和 声 学 I II 4 2 2 2 2 
音楽理 論 対 位 法 I II 4 2 z ，、
及 び 作 曲 法 I II 4 2 2 2 
作
音 楽史 西洋音楽史I II III N 8 2 2 4 4 2 
曲
日本音楽史 I II 4 2 2 
主回出 楽 美 弓品」 4 2 2 
音 楽特 別 講 議 4 2 2 
ソ ル フ ェ ー ジ ュ 1 1 1 
基本科 目
ピ ア ノ 奏・ 法 1 1 1 
特設科 目
8 8 25 12 
5 
76 16 42 2 22 4 
備考 教材研究お よ び教科教 育法は， 5jlj 表 II（ロ）に示す 。
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別 表 III
図 画 工 作 美 術 専 攻
学 関 養
小学
成
校
課
教 程員 養中
学
成
校 ；，果教 員程 雲護成学校課教程員
幼
養
稚
成
園
課
教 程員
設
干ヰ 授 業 科 目 第一類 第二類単
目 必 選 必 必 選 必 選 ，必 j� 必位 選 必 必
素 十苗 I 6 2 1 3 2 
素 描 II 5 1 1 3 1 
品会 函 幸三 函 I 6 2 4 2 
絵画 t長 画 II 5 1 2 2 1 1 
版 函 2 1 1 1 1 
ア サ2 イ ノ、 I 6 2 2 2 2 1 
彫塑 デザ イ ン ア ザ イ ノ II 4 1 1 1 2 1 1 
色 J守＇＂ンC， 守品一 2 1 1 1 1 2 
木 工 I 4 2 1 1 2 1 1 
木 工 II 4 2 2 
構成 工 τヨE巴プ 金 工 2 2 
窯 τヲE"' 4 2 2 
図 法 お よ び 製 図 2 1 1 1 
理
美
術
事調色
I�� 塑 I 8 2 2 4 1 
111; 塑
彫
塑 II 10 1 9 4 1 
美 寸以ιー 概 ロ三ム"' 4 2 2 2 2 
術
美
史
美術理論 美 やr.j 教 育
t目品聞 4 2 2 
及 ぴ 日 本 美 布F>j 史 6 2 2 2 2 2 
美 術 史 西 j羊 美 やF>j 史 6 2 2 2 2 2 
美 体1 史 I寅 習 2 1 1 1 
基 本 図 画 1 1 1 
基本科 目
基 本 工 作 1 1 1 
特設科 目
16 24 12 2 2 
計
6 
94 16  42 2 22 4 
備考 教材研究 お よ び教科教育法 は， 別表II（ロ） に 示す 。
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別 表 III
体 育 保 建 体 育 専 攻
寸＝ー． 開 小
養
学成校課教程員 養
中 学成校課教 員程 養員 養
護 学成校課 程教養
幼稚成
園
課教
員
程
設科 授 業 手ヰ 目 第一類 第 二 類単 必 選 必 必 選 必 選 必 選 必
目 ｛立 選 必 a必 選 必
体 脊 f既 弓H問企h 2 2 2 2 2 
｛本 体 育 原 理 i寅 習 1 1 1 一一
体 育 史 t既 言命 2 2 2 
一ー 2 一一
育 体 育 ，し、 理 寸＂＂ι- 2 2 2 2 
｛本 一一 トー 一ートー一ー体 育 心 理 学 演 習 及 び 実 験 I II 2 3 2 2 
一ト『ーー
育 原 f本 育 ネ土 ヱZ込五L 学 2 2 2 2 2 一一
体 育 社 会 学 演 習 I II 2 2 
笑 トーー一一ー
トーー ーー Iー--
理 身 ｛本 運 動 学 2 2 2 トーー ーー トー一一
技 身 体 運 動 学 演 習 及 び 実 験 I II 2 1 2 
f本 育 先E立I 理 2 2 2 2 
イ本 一一f本 育 A呂" 理 i貨 習 I II 2 2 2 2 t--ーー ？ーーー ーー 一トーーーー
運 動 ミロ間ム 2 2 2 2 2 
育
十一一ー ？ー ーー 』ーーー ←ーーーー
生 舞 日雨 f筑 �® 2 2 2 2 一一 2 一一
コ 一 千 ／ グ 演 習 II 2 2 2 2 2 
管 一一理 社 ぷZス〉、 体 育 2 2 2 
一一
寸品ゐー レ ク 二L コノ ヨ / 、 lー M必m〉、 2 2 2 
一一理 体 育 損リ ，瓦＆三令． 2 2 2 
及 体 t呆 2 1 1 1 1 1 「一ーー 一ーャー ー 男1 び 器 ホ成 述 動 4 1 1 1 2 1 1 3 一一 2 
体 陸 上 競 t主 4 1 1 一一l 女2 
2 1 1 
｛翁 ダ ン ス 4 1 t男r� 2 女男1
2 女1 女1 1 
生 柔 道 2 1 育ー 一
告リ 道 2 1 1 1 
A寸主ゐ日 サ 、ソ カ 2 男1 1 男1
実 ノ 〈 レ ボ lレ 2 1 1 
ノ 〈 ス ケ ソ ボ lレ 3 1 2 
ノ、 ン ド ボ lレ 3 2 
技
ア 一 ス 2 1 
ソ フ ト ボ lレ 2 1 
y比 初t 4 1 1 2 1 1 
登 山 2 1 
一一
ス キ 2 1 
A寸＂.：
ピ ア ノ 奏 法 2 2 
校 体 育 解 音I] 学 2 2 2 2 ト・F一一一一
体 育 解 音日 学 j寅 習 1 1 
保 生 一一 一
体 育 生 理 学ー 2 2 2 2 2 2 2 
一一 1 一← 
健 体 育 生 理 主寸主ゐ- i寅 習 1 1 1 1 
理 一一 一一
体 育 生 理 p寸uー． 実 験 1 1 1 1 
Z－u ’EA 
昭和48年6月 ・ 7月号 学 報 第1日号
発 育 学 I2 ワ白一つ臼一つ』
学
体
育
栄 養 学 I I 2 
大 脳 生 理 学 I z 
衛 生 学 I z 
公 衆 衛 生 学 I2 
2 2 2 2 
f転 2 
2 ［＿＿＿」一理
Z命
生 ｜ 細 菌 及 び 免 疫 学 I z 
救 急 処 置 及 び 看 護 法I2 
2 
2 2 � 2 
学
｛本
学校
保建
精 神 衛 生 I z 
学 校 保 健 管 理 I z 
健 康 教 育 概 論 I2 
2 
育 疾 病 σ〉
予
i-G 12  
1tf 
三
。，u
、11111
thft’Iltf’
ワム】ワuワ臼
特 別 i寅
史
保 建 体 育 特 別 講 義 112
ま ｜初 等 科 体 育 I I 1 
官 ｜ 初 等 科 体 育 II I 1 
h寺設科目l
12 
2 I 14 I 2 5  I 1 1  13 I 9 I 2 I 2 
＋4 
6 
120 1 6  42 2 22 4 
備考 教 材研究お よび教 科教 育法は，別表II （ロ）に示す。
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別 表 Ill
家 庭 専 攻
A寸＂： 開
養
小学成校課教程
員
養
中 学成校課教 程
員 養員 養
護 学成 校課 教程 養
幼 稚成
園
課教 程
員
設
科 授 業 科 目
単 第一類 第 二 類a必 選 必 必 選 必 3墾 選
目 位： 選 必 必 選 必
× 栄 養 ，一ざJ・ 2 2 2 2 2 
栄 養 比一三壬．． I I  2 2 2 
栄 栄 養 �.］！. 目ドー Ill 2 2 
養 × 食 Iじ1 11.1 ， 』安ー 2 2 2 2 
学 食 ,fl, 学 II 2 2 
食
栄 養 及 び 食 品 学 実 験 4 1 1 2 1 1 
2 
× 食 同口日 l�旨 生 2 2 2 2 
食 品 衛 生 実 習 1 1 1 3 
食 調 E里 科 ，←fど：一．ー 2 2 
物 {fロ' 調 理 科 学 実 験 1 1 1 
，竺，＿ゐ－ × 調 士！j!_ I 2 1 1 2 1 1 1 
調 王� II 2 1 1 2 
調 調 王監 Ill 3 2 1 学
理 食 物 史 2 2 
実 生 耳t ，，：ーi・ι 2 2 
習 F主 Jlf! ’手E II 2 2 
顕 微 鏡 実 験 2 2 
農 産 製 B、旦" 学 2 2 
× 被 月H 材 ；料 学 4 2 2 2 2 
被 服 材 料 学 実 験 1 1 1 2 
トーー一一一一ーーーー
被
学服
× 被 服 務 理 学 4 2 2 2 2 2 
被
被 服 室長 王理 学 実 験 実 宵 1 1 
染 色 学 2 2 
染 色 学 笑 験 実 習 1 1 1 1 
月日
× 月民 飾 美 学 2 2 2 2 
学衣料 ij!i 飾 史 2 2 2 
3 
被 服 学 j寅 習 1 1 
寸＝ー． 
被 服 衛 生 寸，.，，ー. 2 2 2 2 
被 服 衛 生 学 実 験 1 1 2 
被 服 構 成 寸民主ー． 2 2 
衣実
服宵
被 服 構 成 学 実 験 1 1 1 1 
被 服 工 作 I 3 2 1 1 1 
被 服 工 作 II 3 1 1 1 1 1 
× 被 服 工 作 III 2 1 1 1 
素 宇苗 I 2 2 
周3 塑 I 2 2 
× 住 居 戸て「以． 4 2 2 2 
｛主
住 居 学 i寅 習 2 2 
ウdtEム
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居
家 庭 工 作 2 1 1 弓同ー． 
製 図 2 1 1 
学 家 政 学 原 さ百号ぷ聞妻、 2 2 2 2 
家 庭 全国世 理 2 2 2 2 2 
庭
家
家 庭 管 理 演 習 2 1 1 
庭
家 庭 経 i斉 4 2 2 2 
管
経
生 活 統 計 学 2 2 
斤邑"-
× 家 族 関 係 4 2 2 2 2 
理 民 法 2 2 
× 育 児 学 I 2 2 2 2 2 
育 育 児 学 II 2 2 2 
幼 児 心 理 学 2 2 
2 
児 × 家 庭 看 護 学 同 演 習 2 1 1 1 1 2 
家 庭 看 護 実 習 2 1 1 
家庭機械 家 庭 機 械 ・ 家 庭 電 気 2 2 2 2 
電 気 家庭機械 ・ 家庭電気実習 2 1 1 1 
家 庭 科 特 別 講 義 10 10 
基本科 目 × 正H σ〉 も σ〉
特設科 目
8 8 34 12 4 16 10 
百十
rrzs 16 50 2 26 2 
備考 教材研究 お よ び教科教育法は， 別 表 II （吋 に 示 す 。
。。唱aA
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別 表 III
技 得1 専 攻
Aナ'4 関 中 学 校 教 員 養 成 課 程 養員
護
養
学
成
校
課
教
程設
科 授 業 科 目 単 共 通 第 言頁 第 要員 第 ま貢
自 f立 必 fl基 選 必 選 選 必 選 ι必 j� 必
図 ：子出 2 2 2 
製 図
機 械 製 図 2 2 2 
木 キオ 力日 工 法 4 4 4 
木 工 笑 習 2 2 2 
1、主旦乞 青3 吾白又凡 5十 同 演 習 2 1 1 1 1 
金 属 力日 コニ 法 2 2 2 
金属加工
金 I 実 習 2 2 2 
木 材 機 械 工 学 概 三日而A 4 4 4 
加 工 工 業 カ き宇 2 2 2 
キオ 料 カ ，一生予 4 4 4 2 
機 キ蒜 学 2 2 2 
熱 機 関 2 2 2 
機 械 精 密 測 定 精 密 機 械 2 2 2 
機 械 設 法 4 4 4 
機 t成 工 作 法 2 2 2 2 
機 械 材 料 2 2 2 
機 械 工 寸叫んー j寅 沼 2 2 2 
機 械 工 学 笑 ！検 実 習 2 2 1 
電 トメー、 工 学 概 モ員ミ聞ι 4 4 4 
電 気 磁 気 学 4 4 4 
電 気 回 路 2 2 2 
電 気
電 子 工 ：品子 4 4 4 2 
電 力 機 械 4 4 4 
電 気 店屯目 気 E卜 調リ 2 2 2 
電 カ 応 用 2 2 2 2 
電 子 機 器 2 2 2 
電 気 工 学 j寅 習 2 2 2 
電 気 工 学 実 習 2 2 1 
電 Aメt」 工 学 実 験 2 2 2 
作 物 学 4 4 4 2 
機 械 事主 土音 学 4 2 2 2 2 
＝同"" 干重 す三立」． 2 2 2 
園 tコ包＊ 寸持んー 4 2 2 2 2 
畜 産 P寸立ー． 6 6 6 
飼 料 学 2 2 2 
病 虫 害 防 除 2岡手企田ト 2 2 2 
土 壌 月巴 料 学 4 4 4 
農 産 製 造 学 4 4 4 
QJ 唱Eム
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食 品 化 A寸Lーら 2 2 2 
E皇 業 地 理 戸寸以ー． 2 2 2 
E是 業
農 業 車王 営 A寸＂： 4 4 4 
｛乍 物 学 実 験 1 1 
栽 士音 主寸＂：： 実 験 実 習 2 1 1 1 1 
畜 産 学 実 験 実 習 2 1 1 1 
農 業 実 習 2 1 1 1 1 
農 業 機 械 実 習 1 1 1 
農 ＝コ包コピに 化 三出L． 実 験 1 1 1 
農 業 産業概説 産 業 概 言見 2 2 2 
1哉 業 指 導 原 理 4 2 2 2 2 
職業指導
職 業 指 導 σ〉 技 付lj 4 4 4 
技 術 史 2 2 2 
水 産 ふ寸＂＂：： 概 ヨ面a問. 2 2 2 
商 業 概 雪ロ品π司 2 2 2 
統 言十 A寸lーl－ 3 3 3 
微 分 干責 分 学 4 4 4 
微 分 方 程 式 吾函ぷ岡λ 2 2 2 
骨主 物 理 守品一 I II 4 4 4 
計 1則 法 2 2 2 
化 学 総 吾／冊. I II  Ill 6 6 6 
生 物 学 本。n晶、 三画盆聞. I II Ill 6 6 6 
技 体f 科 特 日リ 議 義 6 6 6 
特設科 目
34 10 10  24 2 
5十 6 6 
172 50 50 26 
nu qL 
昭和48年 6 月 ・ 7 月 号
別 表 III
英
寸＂ー＂. 
科 授 業
目
言 き伺五ロ
英 雪ロ互ロ王
英
英 英 語 学 英
語 英 三ロ五口
"'!'· 品.... 英 雪ロ量口正 学
英 文
米 文
英 米 文
英 米 文
英 文 学
英 米 文
英 英 米 文
米 英 米
文 英 米 文
学 英 fミ、
英会話及 英 gえ、
び英作文 英 ｛宇
英 作
特設科 目
E十
語
科
学
2日"' 
ロ三五ロ
文
学
特
学
学
ι一会一ー
学
文
よ寸ふんー
日lj
寸品以ー． 
学
講
講
議
議
寸＂ー＂． 
AムA+ 
目
概
声
：寅
議
�'i土fG 
自売
エ員冗全
＝両ユ1土'" 
1寅
専
言命
A寸Lー
史
法
習
義
史
史
I 
II 
III 
N 
習
特 別 講 義
言言
言古 II 
文 I 
文 II 
備考 教科教育法は， 別 表 II (司 に 示 す 。
報 第1日号
攻
開 中 学 校 教 員 養 成 課 程 養 護 学 校 教 員 養 成 課 程
さ函又<L 
第 重責
単 必 選 必 j� 
｛立 必 選 4必
2 2 
4 4 2 2 
2 2 2 
4 4 2 2 
10 2 2 6 
6 6 6 
4 4 2 2 
つ臼 2 2 
5 
←ーーーー ，＿ーーー .－－ーーーーー ？ー一一一
5 
8 ト一一一一 8 F一一一一 4 ←一一一 4 ，＿ー』ーーー 16 
5 
トーーーーー ，＿ーーーー 一 一
5 
5 2 2 1 
6 6 6 
5 2 3 
4 
5 2 3 
4 
28 8 
6 1 4  8 
83 42 22 
- 21 一
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別 表 N 特 殊 教 育 専 攻
開 設 第 類 ・ 第 類
学 科 目 f受 業 科 目
単 位 必 選 必
特 殊 教 育 概 5命 2 2 
精 薄 児 教 育 概 説 2 2 
異 常 児 教 育
精 薄 児 の 指 導 2 2 
2 
特 殊 教 育 fr 政 2 2 
異 常 児 の ’し、 理 2 2 
精 薄 児 の •L、 理 2 2 
異 常 児 心 理 精 薄 児 σ3 •L、 理 j寅 習 2 1 
精 薄 児 (/) 舌凶人"' 断 実 習 1 1 
1 
異 常 児 精 薄 児 σ〉 'L' 理 学 実 験 1 1 
,L、 理 精 薄 児 σ〉 病 理 イ呆 健 2 2 
児 精 神 医 A寸＂： 2 2 
異 常 児 の 病
精 神 衛 生 2 2 
理 保 護 2 
異 常 児 ’ の 病 理 ・ 保 健 演 習 1 1 
大 目歯 生 理 学 2 2 
教
異
育
常
実
児
習 精 薄 児 教 育 実 習 4 2 
精 薄 児 教 育 課 キ呈 当日間ム 2 2 
特 殊 教 育 演 留 1 1 
臨 床 dし、 理 学 2 2 
人 格 dし、 理 学 2 2 
幼 児 ’し、 理 学 2 2 
児 童 ’し、 理 悼寸んー 2 2 
異 常 児 精 神 病 理 A寸uー忌 2 2 
の 病 理
6 
グ ル ー プ ダ イ ナ ミ ッ ク ス 2 2 
学 校 保 健 管 理 2 2 
衛 生 寸品uー－ 2 2 
救 急、 処 置 及 ぴ 看 護 法 2 2 
百 語 治 療 2 2 
教 育 評 ｛面 2 2 
特 設 科 目
15  11  
計 54 
26 
- 2 2  -
昭和48年 6 月 ・ 7 月 号 品見守一 報
別 表 VI 職業指導， 保健 の 各 免許状取得の た め の 開 設授 業科 目
免
種
許 状
類
の 教
規 則
育
で
職
規
員
定
免
す る
許
専
法
門
地
科
行目
職 業 十品目 』t芋
職 業 指 導 (1) 技 布fij
職 業 指 導
職 業 指 導 の 運 営 管 理
学 校 ｛呆 健
｛呆 健
衛 生 学
5十
関 係 授 業 キヰ 目
職 業 指 導 原 理
精 神 検 査 （ 実 習 2 を 含 む ）
面 接 相 言炎 の 技 術
月龍 業 指 導 σ〉 運 ，邑u. 管 理
1能 業 情 報
1故 業 分 析 と 自 己 分 析
イ呆 健 評 ｛郎 実 習
運 動 f翁 生 ふ寸誼a． 
- 23 -
第1日号
開 設 単 位 ｛庸 考
4 
4 
4 
4 
2 
2 
2 
2 
24 
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別 表 V 幼 稚 園 教 育 専 攻
科
悼寸
目
んー
授 業 科 目 開 設 単 位 必 選 必 選
幼 児 教 育 概 吾�，岡' 2 2 
幼 幼 w. 教 育 史 2 2 2 
児 幼 児 σコ 環 境 と 文 化 2 2 
教 幼 児 教 育 方 法 主E岡... 2 2 2 
幼 育 幼 児 教 育 課 平呈 言命 2 2 
幼 児 教 ＝同法� i寅 習 2 2 
児
幼 児 dし、 理 学 4 2 
教 幼 幼 児 ’し、 理 研 究 法 2 2 
児 幼 児 グ〉 精 神 衛 生 2 2 2 
育
,L、 学 習 ’し、 理 弓品ー 2 2 
理 教 育 ，し、 理 学 実 験 I 2 1 
幼
幼 児 dし、 理 j寅 習 2 1 
児 イ呆 育 内 H廿－ σ〉 石iJf 究 2 2 
，し、 （ 総 論 ）
同 （健 康） 2 2 
理
保 同 （ 自 然 ） 2 2 
同 （ 言 語 ） 2 2 
保 育 同 （ 音 楽 リ ズ ム ） 2 2 
育 内 同 （ 絵 画 製 作） 2 2 
同 （ 社 会 ） 2 2 
内 R廿相 2 
同 （ 家 庭 ） 2 2 
R合－－ 
。3 同 （ 体 育 ） 1 1 
同 （ ダ ン ス ） 1 1 
IT! 研 同 （ 歌 日目 ） 1 1 
研 ’YプL包 同 （器 楽 ） 1 1 
4 
同 （ 音 楽 鑑 賞 ） 1 1 ’YがL" 
同 （ 彫 塑 ） 1 1 
同 （ デ ザ イ ン ） 1 1 
同 （ 作 品 の 見 方 ） 1 1 
科特 設目
18 8 
E十
4 
50 
30 
Aせつれ“
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別 表 IX 取 得 で き る 免 許 状 の 種 類
課 キ呈 免 言午 状 σ〉 種 類
二品子 校 教 員 養 成 課 程 小 学 校 教 諭 1 級 普 通 免 許 状
中 学 校 教 諭 l 級 普 通 免 許 状 の 教 科 高 等 学 校 教 諭 2 級 普 通 免 許 状 の 教科
国 語 国 三ロ五ロ
社 4'ス、 社 fミ、
数 学 数 寸＂＂」る
理 手ヰ 理 手ヰ
ヨ日"' 楽 音 楽
美 術 美 神I
中 寸ぷゐー 校 教 員 養 成 課 程 工 コ三重ヨtミ
書 道
イ呆 健 イ本 育 保 健 体 育
｛呆 健 ｛呆 健
家 庭 家 庭
E是 業
職 業
職 業 す旨 導 職 業 ＋巳日 導
英 語 英 語
技 神1
養護学校教諭 l 級普通免許状お よ び小学校教諭 2 級普通免許状 ま た は 中学校教諭 2
養 護 学 校 教 員 養 成 課 程
幼
級普通免許状
稚 園 教 員 養 成 言果 キ呈 幼 稚 園 教 Z命 1 級 普 通 免 言午
備考 教育職員 免許法施行規則 に 定め る 所定の単位 を修得 し た と き は， 所属課程以外の 免許状 を あ わ せ て取得す る こ と
がで き る 。
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昭和48年6 月 ・ 7 月号 学
諸 4』� 議
第 5 回 評 議会 （ 6 月 8 日 ）
（報告事項 ）
( 1 )  東 海北陸地区国立大学長会議について
(2)  国 立大学協会第 3常置 委 員 会に ついて
(3) 昭和49年度 国立学校特別 会計予算の概算要求の 基本
方針について
(4) 停学処分の 解 除 に ついて
(5) 評議会に おけ る 継続審議， 検討事項に つ い て
（審誠事項）
(1) 富山大学改革 に 関 す る 答 申 書について
(2) そ の 他
（イ） 学内予 算 の 原案作成について
（吋 公開質問状について
第 B 回評議会 （ 6 月 25 日 ）
（ 報告 事項 ）
( 1 ) 国 立大学長 会議について
(2)  国 立大学協 会 第 52回総会につ い て
(3) 学 生 の 懲戒につ い て
（審議事項）
(1) 富 山 大学附属 図書館工学部分館長候補 者 に つ い て
(2) 昭和48年度 当 初学内予 算配分 （ 案 ） につ い て
(3) 医学部設置 に つ い て
(4) 昭和49年度概算要求について
(5)  富山大学質量分析装 置室運営規則 の 制定 （ 案 ） につ
い て
(6) 富山大学質量分析装 置室運営委員 会規則 の 制定（案 ）
について
(7) 富山大学廃水処理室運営規 則 の 制定（案 ） につ い て
(8) 富山大学廃水処理室運営委員 会規 則 の 制定 （ 案 ） に
つ い て
報 第1日号
(9) 公 開 質 問状 に ついて
第 2 回大学院委員会 （ 7 月 6 日 ）
（審議事項 ）
( 1 )  富 山 大学大学院薬学研究科規 則 の 一部 を 改正 す る 規
�lj （ 案 ） について
(2) 昭和49年佼 富 山大学大学院薬学研究科 お よ び工学研
究科 （ 修士課f'.E ） 学生募集要項 に つ い て
(3) 富山大学大学院工学研究科推 せ ん 入学に関す る 申 合
せ事項 に ついて
(4) 富山大学大学院工学研究科推せ ん 入学取扱い要項に
ついて
第 7 回評議会 （ 7 月 6 日 ）
（報告事項 ）
( 1 )  医科大学問題について
(2) 昭和49年度富 山大学大学院薬学研究科 お よ び工学研
究科 （ 修士課税 ） 学生募集要項につ い て
（審議事項 ）
(1) 富 山大学大学院薬学研究科規 則 の 一部 を 改正す る 規
�lj （ 案 ） について
(2)  学生 の 懲戒について
(3) 公 開 質 問状について
第 4 回 事務協議会 （ 7 月 16 日 ）
（議題）
(1 )  昭和48年度 国立学校庶務部課長会議について
(2)  1放出Eの 重力向について
(3) 非’治勤耳哉 員 の 取り扱 いについて
第 8 回評議会 （ 7 月 27 日 ）
（審議事項）
( 1) 富 山大学教育学部規 則 の 一部 を 改正 す る 規則 （ 案 ）
について
(2) 昭和48年度特別昇給定数 （ 教官 ） の 配分につ い て
(3) 昭和49年度 富山大学 入学者選抜方法等 お よ び 学 力 検
査実施教科， 科目（案 ） に ついて
(4) 昭和49年度 入学試験問題作成主任委 員について
(5) 学生の 懲戒について
人 事 異 動
現 '§ 職 氏 名 異 動 内 内合角・ 発令年 月 日 発 令 者
（ 
教
薬
十受 山 崎 高 態 富山大学薬学部附属薬園長に併任す る 48. 4 1 2  文 部 大 臣学 部 ） 」’田吉ヨ併任の 期 間48. 4 .  12～ 50. 4 .  1 1 )  
林 勝 次 任
山
期
大
4
学
8
長 に 採用 す る 48. 6 .  13 文 部 大 臣. 6 .  13～52. 6 .  12 )  
富 山 大 学 長 後 藤 秀 弘 昭和48年6 月 12 日 限り任期満 了 に よ り退職し II II Tこ
富 山 大 学 長 中本
富
富
山 大
大
学評議
短
員 に 併
大
任 す る
勝 次 山 学経営 期 学部学長 に 併 任 す る II II 
併 任 の 期 間48. 6 .  13- 52. 6 .  1 2 )  
ρ0 ヮ“
第150号報学昭和48年 6 月 ・ 7 月 号
文 部 大 臣6 .  16  48. 助 教授 （ 教育学部 ） に 採用 す る
子
貰’じ， 、;:j;:j 
赤
富 山 大学長6 .  16  48. 講師 （ 教育学部 ） に 採用 す る1恵字文山 野井
文 部 大 臣6 16  48 助 教授 （ 教育学部 ） に 昇任 さ せ る
英
t各
昨吋叫師
部 ）,ll4 寸ー育
言語
（ 教
富 山大学長6 18  48. 事務補佐員 （ 経済学部 ） に 採 用 す る三枝子i崎山正玉
富 山大学長6 .  19  48. 辞職 を 承認 す る子恭城
山一白
富 山 大学長6 23 48. 辞職 を 承認 す るイ吃ホ己角見
富 山 大学長
II 
II II II 員リ武野奥
事 務 補 在 員
（ 薬 学 部 ）
臨 時 用 務 員
（ 教 育 学 部 炊 婦 ）
文 部 事 務 官
（ 経理部主計課警務 員 ）
（ 経理部経理課作業員 ）
（ 文 理 学 部 ）
文 部 技 官
（ 教 育 学 部 調 理 員 ）
6 .  30 
II 
48 辞職 を 承認 す る
II 
義
蔵
-))(; 
力
見
士平
高
大
II II II ろひ町’上
富 山 大学長7 48. 助 手 （ 文理学部 ） に 採 用 す る孝'·' Iコー声t二回
II ？？ 助 手 （ 工学部 ） に 昇任 さ せ る須 美子貨佐官官� ）
部 技
学
文工
富 山大学長2 7 48. 臨時用務 員 （ 経理部主計課？？務 員 ） に 採 用 す る義高 見 茂
こ く .J； ん
国 分 み よ り
水 上 礼 子
富 山大学長
富 山大学長
9 
7 1 1  
7 48. 事務補佐員 （ 薬学部 ） に 採 用 す る
辞職 を 承認 す る
富 山 大学附属 図 書館工学部分館長に併任す る lI 48. （ 併 任 の 期 間48. 7 .  13- 50. 7 .  12 ) I 
事務補佐員 （ 文理学部 ） に 採用 す る
48. 
ヨ 逗 語 、 ” 臥
HM V
－ o －， 、
” A H M r
ロドF
立ロz
t立
日
務7面寸左
理 学
事
快
一教
ぼ 文 部 大 臣7 13  雄手口下呂学
富 山 大学長7 16 48. 紀美子関’
J呂
II II 臨時用務員 （ 教育学部炊婦 ）
国家公務 員 法 第79 条 第 1 号 に よ り 休職 に す るlI 48. （ 休戦の 期 間48. 7 .  21 ～ 48. 12. 26 ) I 
教育学部庶務係長事務取扱 を 命ず る
II 美智子辻
富 山 大学長7 21 興三次東伊教 育 学 部 庶 務 係 長
文 部 大 臣7 2 1  48. 作BB 藤
門川H1 1
教育学部事務長補佐
学 内 レ ク リ ェ ー シ ョ ン報諸内品見チー
砂 ボ ウ リ ン グ大会
7 月 2 1 日 （ 土 ） 午後 1 時一実施 月 日
場 とやま ク ラ ウ ン ズ ボ ウ ル
吉 本徳行 （ 本 ）
高木行則 （ 本 ）
五百崎喜明 （ 本 ）
吉 本徳行
優勝
次勝
三位
所
入 賞 者
者
経済学部 助教授 瀬岡 吉彦
経済学博士 （ 大阪市立大学 ）
昭和47年 1 2 月 21 日
設備投資 と 経済成長 の 理論
得取位学
得 者
取 得 学 位
取得年 月 日
学 位 論 文
耳z
H G 
7 月 29 日 （ 日 ） 午前 4 時30分～
新湊漁港沖
砂 釣大会
実施 月 日
士碁 所
入 賞 者 村 田 正義 （ 教 ）
田 中祥男 （ 教 ）
福 山 浩 （ 本 ）
浩 （ 工 ）
優 勝
位賞三物
大
次勝
井上
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昭和48年度科学研究費補助金交付内定者一覧
0 一般研究 C
所属部局 ・ 職 氏 名
文理学部 ・ 4受 授 児 島 毅
薬 学 部 ・ 助教授 北 ！ ｜ ｜ 泰 司
薬 学 部 ・ 教 授 木 村 正 康
薬 学 部 ・ 教 授 渡 辺 和 夫
0 奨励研究 A
文理学部 ・ 助 手 鳴 橋 直 弘
教育学部 ・ 講 師 竹 内 茂 弥
工 学 部 ・ 助教授 宮 下 尚
工 学 部 ・ 助 手 松 木 賢 司
0 試験研究（2)
文理学部 ・ 教 授 ｜ 小 林 貞 作
工 学 部 ・ 教 授 ｜ 池 田 正 夫
0 自 然災害特別研究（1)
文理学部 ・ 教 授 ｜ 中 川 正 之
0 がん特別研究（2)
薬 学 部 ・ 教 授 ｜ 塚 田 欣 司
。研究成果刊行貴
文理学部 ・ 助教授 ｜ 山 口 博
補助（金千円額） 
1 , 000 
1 , 100 
1 , 630 
900 
250 
300 
300 
260 
石ijf j-守L' 5果 題
3 ミ リ 波領域で の 気相遊離基の 常磁性共鳴
ノ ズ ル分子線 に よ る 励起種の 発光の研究
コ リ ン 作働性機作 に お け る ミ オ グ ロ ビ ン の 薬理学的役割 に つ い て
胃 液分泌の 機能調節 と 薬物作用 に 関す る 研究
日 本 産 ハ ン ノ キ 属植物の 系統関係
カ ル パ ミ ン 酸 エ ス
成
テ ル類
脂
お
製
よ び そ の誘導
に
体
そ
と ホ ル ム ア ル デ ヒ ド と の 反
応 に よ る 新 し い 合 樹 の 造 な ら び の 応 用 に 関 す る 研究
タ ー ビ ユ レ ン ス プ ロ モ ー タ ー に よ る 高 プ ラ ン ト ル数流体 の 熱 （ 物質 ）
伝達
展伸用 強力 亜鉛合金 （ Zn-Cu一Mg-Mn 系 ） の 時効硬化現象
1 ,  180 I 栽培 ゴ？の放射線遺伝学 に 基づ く 改良 の研究
940 I 海水 よ り 化学試薬類， 金属 マ グ ネ シ ウ ム ， カ ル シ ウ ム の 一貫製造法のl 確立 に 関 す る 研究
1 , 800 I 黒部峡谷の新雪 な だ れ
3 , ooo I 癌細胞 に お け る ポ リ ヌ ク レ オ チ ド リ ガ ー ゼ の 機能
670 I 王 朝歌壇の研究 宇 多 ・ 醍醐 ・ 朱雀朝篇
海 外 渡 航 者
氏 名 所 属 官 職 渡航 の種類 渡 航 先 国 目 自ヲ 期 間
ス ウ ェ ー テゃ ン 第 9 回 国際ト
生化学会
ド
議
意
イ 出 連
交
席論邦
換
文
和発
表
国
お よ 48. 6 .  29 
小橋 恭一 薬 学 部 助教授 外 国 出 張 オ ー ス ト リ ア ぴ オ ー ス リ ア ，
び
ツ 共 の 大
ド イ ‘ソ 連邦共和 国 学等で講演 な ら に 見 48. 7 22 
フ ラ ン ス ，
邦
連
共
合
和
イ
王
国
ス
国
各
第2
国
9回
の 学
国際界，
東
専
洋学
門研
者会
究
議
者
出
と 席意 見
お
交
よ
換
び欧州 48. 7 14 関野 j替龍 文理学部 教 授 外 国 出 張 ド イ ツ 逮
イ タ リ ア ， ス 48. 7 .  3 1  
動物細
石
胞
斤
に お け る 核酸の 生合成 の 機構 に 48. 7 .  20 
塚田 欣司 薬 学 部 教 授 外 国 出 張 ア メ リ カ 合衆国 つ い て 究 の た め
48. 10.  31  
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職 員 消 息 主 要 日 誌
〈改 姓〉
薬 学 部
文部技官 宮越蕎美子 （ 旧姓 藤沢 ）
〈住所変更〉
事 務 局
文部事務官 涌井三枝子
II 塚田 健夫
文 狸 学 部
講 師 中 本 昌年
助 手 菅谷 孝
教 育 学 部
講 師 佐 々 木 浩
［［ 本 部
6 月 1 日 学寮補導委員会， 補導協議会合同 会議
4 日 計算セ ン タ ー運営委 員 会
5 日 廃水処理委員 会
II 丸 山 珪一
7 日 レ ク リ エ ー シ ョ ン 委員 会
8 日 第 5 回評議会
13 日 林新学長就任
16 日 国立富 山 医科大学誘致期成 同盟会役員 会 （ 於
県民会館 ）
19～ 20 日 国立大学協会 第52 回総会 （ 於 国立教育会
館 ）
21 日 国 立大学長会議 （ 於 国 立教育会館 ）
補導協議会
22 日 第 1 3 回 国立短期大学協議会総会
25 日 第 l 団施設整備委員会
26 日 緊急補導協議会
第 6 悶評議会
28 日 国 立学校事務電算化講習 会 （ 於 金沢大学 ）
28～ 29 日 第 7 回 東海北陸地区 悶立大小ι事務局長会議
（ 於 名 古屋大学 ）
29 日 補導協議会
7 月 3 ～ 5 日 昭和48年度国立学校労務専掌職員 協議会 （
於 熱海農林年金会館 ）
6 日 第 2 回 大学院委 員 会
第 7 回評議会
7 ～ 8 日 第25回北陸三大学学生総合体育大会 （ 於
福井大学 ）
12 日 栄典事務相当 者会議 （ 於 称名 荘 ）
16 日 第 4 回事務協議会
19 日 補導協議会
授業料減免選 考委員会
教職員 組合早朝職場集会
21 日 学内 ボ ウ リ ン グ大会 （ 於 と や ま ク ラ ウ ン ズ ボ
ウ ル ）
24 日 公務員宿舎委 員 会
入試管理委員 会
入学者選抜方 法研究委 員 会
27 日 第 8 回評議会
29 日 学内釣大会 （ 於 新湊漁港沖）
助 手 西川 友之
教 諭 中 山 字之一
文部事務官 加藤 昭作
用 務 員 松下 イ ト
経 済 学 部
教 授 山 崎 佳夫
助 手 泉 田 栄一
文部事務官 安部 吉孝
薬 学 部
文部事務官 涌井 芳朗
工 学 部
助 教 授 龍山 智栄
文 部 技 官 森田 憲治
教 聾 部
講 師 鴨野 幸雄
附属図書館
文部事務官 牧野 秀磨
QU 円L
昭和48年 6 月 ・ 7 月 号 学
教授会
教務委員 会
紀要編集委員 会 25 日
第 2 回精薄研究発表会 （ 特殊学級 ） 26 日
附属 中 学校研究発表会 27 日
定期健康診断 7 月 3 日
附属 中学校特殊学級春の 遠 足 4 日
人事教授会
特別教職課程委員 会 14 日
補導委 員 会 16 日
附属小学校春の遠足 17 日
教務委員 会 21 日
教育実習委 員 会
II 文 理 学 部 II
6 月 6 日 教授会
人事教授会
学部補導委員 会
10 日 真率会 レ ク リ ェ ー シ ョ ン （ 宮崎海岸 ）
1 5 日 理学科教官会議
19 日 選考委員 会 （ 数理統計学 ）
20 日 教授会
人事教授会
文学科教官会議
22 日 文学科 ・ 理学科 2 年次学生 （ 2 月 専 門 課程移行
者 ） 後学期授業終了
25 日 文学科 ・ 理学科 3 年次学生前学期授業開始
27 日 定期健康診断 （ 内診 ）
文学科教官会議
7 月 4 日 教授会
立 山 研究室運営委員 会
1 1 日 理学科 4 年次学生 ・ 理学専攻科学生前学期13週
授業終了
14 日 文学科 4 年 次学生前学期1 3週授業終了
理学科 3 年 次学生前学期 3 週授業終了
文理学部同窓会理事会
18 日 教授会
19 日 文学専攻科学生前学期13週授業終了
立 山研究室開設
25 日 学部補導委員 会
28 日 文学科 3 年次学生前学期 5 週授業終了
｜｜ 教 育 学 部 ｜｜
6 月 4 - 5 日 日 本教育大学協会北陸地区 第 2 部会音楽科
研究協議会
6 日
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26 日 附属学校合同運動会
27 日 教務委員 会
補導委 員 会
教務 ・ 補導合同 委 員 会
29 日 図 書委 員 会
7 月 3 日 附属 中学校春の 遠 足
4 日 教務委 員 会
補導委員 会
9 日 補導委員 会
10 日 予算委員 会
1 1 日 教授会
18 日 教務委員 会
人事教授会
附属幼稚園終業式
21 日 前学期授業終了
23～ 25 日 補 講
23 日 附属小学校終業式
24 日 補導委 員 会
附属 中 学校終業式
25 日 教授会
?.6 日 夏 季休業
26- 28 日 附属小学校林間学校
27～ 29 日 附属 中学校特殊学級合宿訓練
31 日 北陸 3 県附属 中 学校交歓会 （ 於 福井大学附属
学 園 ）
｜｜ 経 済 学 部 ｜｜
6 月 2 日 第 5 回 第二学科設置準備委員 会
4 日 第 5 回学部補導委貝会
14 日 第 17回教務委 員 会
19 日 第 2 回 日 本海経済研究所運営委員 会
20 日 第 8 回教務委員 会
第 7 回教授合
第 l 回 日 本海経済研究所所 員 会議
第 9 回教務委員 会
第 2 回学部職業補導委員 会
第 6 回学部補導委員 会
第 7 回学部補導委員 会
第 8 回教授 会
第 6 回 第二学科設置準備委員 会
3 年次学生前学期授業開始
4 年次学生夏季休業
第 8 回学部補導委員会
3 年次学生夏季休業
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｜｜ 薬 学 部 1
6 月 2 日 附属薬草 園 運営委員 会 （ 第 1 回 ）
6 日 健康診断
1 1 日
1 3 日
1 5 日
カ リ キ ュ ラ ム 検討委員 会 （ 第 1 2 回 ）
教授会
研究科委 員 会
特別 講義実施
学
（ 名 古屋大学農学部教授
l 理化学研究所
後藤俊夫氏 1
辰野高 司 氏 ／
1 9 日 講座連絡会議
20 日 研究科委 員 会
27 日 教授会
人 事教授会
29 日 学部図 書委 員 会
7 月 3 日 共 同 利 用 研 究施設装置 管理運営委員 会
薬学会北陸支部 富 山 地 区幹事会
4 日 カ リ キ ュ ラ ム 検討委 員 会 （ 第 1 3 回 1
5 日 人事教授 会
1 1 日 学部補導 委 員 会
1 2 日 教授 会
12 ～ 13 日 ア イ ソ ト ー プ検診
1 4 日 薬学会北陸支部幹事会
1 6 日 予 算委員 会
薬学研究科夏季休業
18 日 教授会
19 日 学部学生 夏季休業
1 9 ～ 20 日 ア イ ソ ト ー プ検診
26 ～27 日 ア イ ソ ト ー プ検診
30 日 カ リ キ ュ ラ ム 検討委員 会 （ 第 14回 ）
3 1 日 カ リ キ ュ ラ ム 検討委員 会 （ 第 1 5 回 ）
学 部 ｜
6 月 4 日 教務委員 会
6 日 一般教授会
専任教授会
研究科委 員 会
7 日 学部補導委 員 会
13 日 一般教授会
研究科委 員 会
27 日 一般教授会
7 月 7 日 教職 員 厚 生事業運営委員 会
1 1 ～ 8 月 31 日 4 年次学生夏季休業
22～ 8 月 31 日 3 年次学生夏季休業
25 日 学部補導委 員 会
報
一般教授会
研究科委員 会
専任教授会
｜｜ 教 養 部｜｜
6 月 6 日 教授会
第150号
7 ・ 8 日 第 9 回 12大学教養部事務長連絡会議 （ 於
埼玉大学 ）
13 日 教授会
20 日 教授会
27 日 補導委 員 会
教授会
7 月 4 日 教授会
1 1 日 補導委 員 会
教授会
1 2 日 教務委 員 会
1 7 日 特昇， そ の 他給与 に 関 す る 委員 会
紀要委 員 会
18 日 補導委員 会
教授会
19 日 予 算委 員 会
23 日 選 考 委 員 会
25 日 教授会
28 日 48年度前学期授業終了 （ 1 5週 ）
｜ 附 属 図 書館 ｜
6 月 5 日 商議会
1 2 ・ 13 日 国立大学 図 書館協議会総会 （ 於 新潟大学 ）
22 日 事務打合せ会
商議会
7 月 6 日 事務打合せ会
10 日 レ フ ァ レ ン ス ・ ル ー ム 小委員 会
1 2 日 田 中工学部分館長任期満了
1 3 日 工学部分館長 に 宮下和雄教授併任発令
17 日 中 央 図 書館 の あ り 方検討小委員 会
28 日 期 間外開館休止 （ 夏季休業 に よ る ）
｜陣営短期大学制｜
6 月 12 日 教授会
22 日 第 1 3 回 国 立短 期大学協議会総会 （ 於 虎 の 門 共
済 会館 ）
7 月 1 0 日 教授会
1 2 日 入試問題作成委員 会
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17 日 教授会
前学期授業14週終了
18～ 1 9 日 補講
20 日 夏季休業
学
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